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東北⼤学附置研究所若⼿アンサンブルプロジェクトでは附置研究所・センター連携体
所属の若⼿研究者を中⼼とする部局間連携を促進するために、研究費の助成を⾏います。
本「グラント継続課題」は「グラント新規課題」により取り組んでいる萌芽的な学術研
究課題を基にして、さらなる発展が⾒込まれる継続的な研究に対して助成を⾏うもので
す。また、ランダム抽選である「グラント新規課題」では残念ながら不採択となってし
まったプロジェクト（2021 年度または 2022 年度に応募したグループが対象）であって
も「グラント新規課題」応募時よりもテーマの幅を広げる新展開が⾒込まれる場合は応
募することができます。若⼿研究者による応募を歓迎しますが、共同研究者として研究
グループへ参画する⽅については募集要項に記載された所属の要件を満たしていれば、
⾝分等は問いません。積極的なご応募をお待ちしております。 
  



公募要項 
 
 
【研究期間】 

2023 年 4 ⽉ 1 ⽇（予定）から 2024 年 3 ⽉ 31 ⽇。 
 

【⽀援内容】 
1 課題最⼤ 100 万円、2 課題程度。採択後、研究代表者の所属する部局に対して 2023

年度の世話部局である流体科学研究所から配分されます。 
 

【選考⽅法】 
2023 年 2 ⽉ 16 ⽇（⽊）にオンラインにて開催される審査会においてピアレビューを

⾏い、投票により決定します。詳細は「（補⾜資料 2）審査会の開催⽅法」をご確認下さ
い。 
 
【対象となる研究課題】 

下記の 2 ついずれかを満たす研究グループにより実施される研究課題が対象となり
ます。 

・ 2021 年度または 2022 年度の「若⼿アンサンブルグラント新規課題」に採択され
た研究グループ 

・ 2021 年度または 2022 年度の「若⼿アンサンブルグラント新規課題」のランダム
抽選で不採択となった研究グループ（スクリーニングを通過しなかったグループ
は除く） 

なお、上記を満たした上で「グラント新規課題」応募時よりもさらなる発展や、テー
マの幅を広げるような新展開が⾒込まれることが必須となります。全領域の研究を対象
とし異分野融合研究や学際研究は必須条件ではありません。また、既に同じ研究課題で
他の研究費を獲得している場合は対象外です。また、応募は研究代表者・共同研究者を
合わせて、1⼈ 1 件のみとします。 
 
【研究代表者の対象】 

研究代表者の対象は、東北⼤学附置研究所・センター連携体の各部局に所属するポス
ドク、助⼿、助教、講師、准教授（特任・特定を含む）とします。ここで「東北⼤学附
置研究所・センター連携体の各部局」とは、 

・ ⾦属材料研究所 
・ 加齢医学研究所 
・ 流体科学研究所 



・ 電気通信研究所 
・ 多元物質科学研究所 
・ 災害科学国際研究所 
・ 東北アジア研究センター 
・ 学際科学フロンティア研究所 
・ 材料科学⾼等研究所 
・ 電⼦光理学研究センター 
・ 未来科学技術共同研究センター 
・ 国際放射光イノベーション・スマート研究センター 

を指します。研究代表者は上記の各部局のいずれかにおいて本学の予算管理システムを
使⽤可能であることが必須です。 
 
【研究グループ構成】 

「グラント新規課題」応募時の研究グループに新しいメンバーを追加することが可能
です。また、主要なメンバーが存続するのであれば、⼀部のメンバーが離脱していても
構いません。メンバー変更の理由は申請書に記載して下さい。 

「グラント新規課題」応募時にスクリーニングを通過している場合は、本「グラント
継続課題」においても申請対象となります。メンバー変更がある場合は「（補⾜資料 3）
研究グループ構成の詳細」をよく読み、研究グループ構成に問題がないかご確認下さい。
研究メンバー構成が申請対象に該当するかどうか判断が難しい場合は、締切前に余裕を
持って本プロジェクトワーキンググループにご確認ください。 
 
【応募⽅法】 

所定の書式を⽤いて申請書を作成し、PDF に変換の上、締切⽇までに研究代表者が
下記 URL のフォームより送信してください。申請書の詳細については「（補⾜資料 1）
申請書の書き⽅」をご確認下さい。 
https://forms.gle/v1o3ajxrnKCbyLpQ6 
〆切：2023 年 1 ⽉ 31 ⽇（⽕） 
 
【成果報告】 

研究期間終了後、所定様式の成果報告書の提出が義務づけられます。提出〆切は
2024 年 5⽉末を予定しています。成果報告書の内容は若⼿研究者アンサンブルプロジ
ェクトのウェブサイトで公開されます。また、次年度中に開催予定のワークショップ
で研究の着想と研究成果を発表していただきます。なお、成果の公表の際には、本公
募プログラムの⽀援によるものであることを記載してください。 

 



【取扱い】 
安全衛⽣管理ならびにネットワーク管理、研究不正防⽌、法令順守などについて、本

学ならびに所属部局にて実施運⽤しているすべての規則・指導に準拠して研究を実施し
ていただきます。なお、これらを逸脱していると判断される場合には⽀援を中⽌させて
いただきます。 
 
【連絡先】 

本公募に関してご不明な点は、東北⼤学研究所若⼿アンサンブルプロジェクト WG
（ensemble_secretariat [at] fris.tohoku.ac.jp）までご照会ください。 
 
  



（補⾜資料 1）申請書の書き⽅ 
 
1. 研究題⽬ 
簡潔に研究内容がわかる題⽬にして下さい。本項⽬のページ制限はありません。 
 

2. 研究グループ構成 
研究代表者と共同研究者について、⽒名と所属・職位を記載して下さい。「共同研究

者」の欄は必要に応じて増減して下さい。兼任や兼務などで所属部局が複数ある場合は
「所属・職位（兼業・兼務先がある場合）」の欄に必ず記載して下さい。学際科学フロ
ンティア研究所所属のメンバーはメンター部局を同欄に記載して下さい。また、複数部
局に所属している場合は、居室がある主な活動部局を「主な活動部局（兼業・兼務先が
ある場合）」に記載してください。本項⽬のページ制限はありません。 
 
3. 研究内容 

「グラント新規課題」応募時の内容をもとに、これまで⾏ってきた研究の背景、研究
内容、進捗状況を記載して下さい。研究グループ構成に関して、チームを組む必要性と
各メンバーの担当内容を説明して下さい。「グラント新規課題」応募時からメンバーの
変更がある場合は本項⽬に理由を記載して下さい。また、本グラントにより取り組む研
究の計画、研究⽅法、期待される成果等を記載して下さい。同様の研究課題で他の研究
費を獲得している場合は、適当な箇所に本申請との違いを述べて下さい。本項⽬は 2ペ
ージ以内にまとめて下さい。図表を⽤いても構いません（カラー可）。 
 
4. 研究経費 

研究経費は設備費、消耗品費、旅費、謝⾦・⼈件費、その他の費⽬に分け、各費⽬に
ついて、⾦額と内訳を⼊⼒してください。本研究の遂⾏に必要なものに限ります。研究
室運営のための経費や、他の研究の経費として計上することがふさわしいと考えられる
⽀出は認められません。本項⽬のページ制限はありません。 
  



（補⾜資料 2）審査会の開催⽅法 
 

審査会は下記の通り、開催されます。 
 

【審査会】 
・ ⽇程：2023 年 2 ⽉ 16 ⽇（⽊） 
・ 場所：オンライン（URL は参加者にお知らせします） 
・ 申請申込〆切：2023 年 1 ⽉ 31 ⽇（⽕） 
・ 参加申込〆切：2023 年 2 ⽉ 15 ⽇（⽔） 

 
【発表⽅法】 
・ 申請書は事前に参加者全員に公開されます。 
・ 各申請課題につき、発表 20 分+質疑応答 10 分とします。 
・ 発表者は研究代表者か共同研究者のいずれかである必要があります。 
 
【投票⽅法】 
・ 参加者（プロジェクトワーキンググループ、各部局の世話教員、研究代表者、共

同研究者、聴講者）の全員が投票権を持ちます。 
・ 研究代表者と共同研究者はご⾃⾝の研究課題には投票することはできません。 
・ なお、投票の条件はすべての発表を聴講していることです（発表ごとに出⽋を確

認します）。 
・ 研究課題を申請したグループは 1 研究グループにつき 1 件の投票が義務です（投

票者が研究代表者であるか共同研究者であるかは問いません）。投票がない研究グ
ループは選考外となります。なお、研究グループ内で複数投票してしまった場合
は取り消しできませんのでご注意下さい。 

  



 
（補⾜資料 3）研究グループ構成の詳細 

 
研究グループは東北⼤学附置研究所・センター連携体の部局に所属する研究者を代表

とし、学内の複数部局にわたるグループである必要があります。主な活動拠点が同⼀部
局である場合は複数部局とはみなされません。上記を満たしていれば他⼤学のメンバー
を含んでいても構いません。また、⼈数に制限はありません。 
 
【研究グループ構成の例】 
 

 NG OK 

例 
研究代表者（電気通信研究所） 研究代表者（電気通信研究所） 

共同研究者 1（電気通信研究所） 共同研究者 1（⾦属材料研究所） 
理由 複数部局から構成されていない 複数部局から構成されている 

 
 NG OK 

例 
研究代表者（電気通信研究所） 研究代表者（電気通信研究所） 

共同研究者 1（電気通信研究所） 共同研究者 1（⼯学研究科） 
共同研究者 2（他⼤学） 共同研究者 2（他⼤学） 

理由 
学内の複数部局から 
構成されていない 

学内の複数部局から 
構成されている 

 
 NG 

例 

研究代表者（電気通信研究所） 
共同研究者 1（⾦属材料研究所、電気通信研究所） 

※主な活動拠点は電気通信研究所 
共同研究者 2（材料科学⾼等研究所、電気通信研究所） 

※主な活動拠点は電気通信研究所 

理由 
いずれの研究者も主な活動拠点が同じ研究所であり 

学内の複数部局から構成されていない 
 
【研究代表者が学際科学フロンティア研究所である場合】 

本プロジェクトワーキンググループでは学際科学フロンティア研究所の研究者は「メ
ンター部局」が主な活動拠点であるとみなします。また、学際科学フロンティア研究所
同⼠のグループは他部局同様に対象外です。グループ構成の際にはご注意下さい。 
 



 NG 

例 
研究代表者（学際科学フロンティア研究所） 

※メンター部局は⼯学研究科 
共同研究者 1（⼯学研究科） 

理由 複数部局から構成されていない 
 

 NG 

例 

研究代表者（学際科学フロンティア研究所） 
※メンター部局は⼯学研究科 

共同研究者 1（学際科学フロンティア研究所） 
※メンター部局は理学研究科 

理由 複数部局から構成されていない 
 


